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ヤマメ卒業式 

３月１日（水）「ヤマメ卒業式」（放

流会）を行いました。10月から 160日間、

子どもたちが育てきたヤマメたちの放流

です。放流できたヤマメは 600～650匹で

目標の 1000 匹には惜しくも届きません

でしたが、これまで毎日水温の測定やえさやりなどに頑張ってきました。 

全員でカウントダウンをし、一斉に丹波川に放流しました。その後、Keyワードを振り返りながら、学

習のまとめをしました。 

「自分たちの手で、命が誕生させられたことに驚きました」「育てる中で、光に弱いこと、振動がな

い静かな状態にしておかないと成長できないことなどを初めて知りました」「ふ化したばかりのヤマメ

を初めて見ました」「一匹の命（親）から、こんなにたくさんの命が育ったのがすごいと思いました」

「シラメ（銀毛）ということを初めて知りました」などたくさんの感想が発表されました。 

テーマにあった「自分にできることは何かを考える」については、「私たちは、ヤマメのような命を

食べて（いただいて）生きているということから、これからも命の大切さを考えていきます」「ヤマメ

の命を守るために、環境を大切にしていきます」「私たちも同じ命です、お母さんのお腹の中でこんな

風に守られていたことを考えていきます」などの意見が出されました。 

今回の取組を通して、子どもたちは「命」というものについての考えを深めたことと思います。私自

身も子どもたちの感想や意見を聞き、子どもたちの確実な成長と無限の可能性を感じました。 

これまでヤマメ博士の○○さんをはじめ、保護者の皆さん、村教育委員会、丹波山漁協、地域の方々

など多くの皆さんのご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました。 



 


